
地方創生推進交付金

1．富山型生涯活躍のまちを見据えたコンパクトシティの深化［H28～R2］

高齢者やひとり親等の様々な世代や立場の方々の、就労、交流、医療・介護、生活情報等の提供を
一元化することにより、「地域包括ケア拠点施設」や「ライフライン共通プラットフォーム」等によりワンス
トップで提供し、住民が効率的に良質な時間とサービスを消費することを可能とする。

（１）高齢者等の外出・交流機会の創出と滞在型交流型観光による交流人口の拡大（事業費：75,100千円）

① ＧＰＳ端末機による調査（高齢者）や、スマホアプリ等による調査（全世代）を通じ、交通行動と健康（歩行
数・医療費等）の相関関係などをオープンデータ化するとともに、全世代の歩行数の増加と交流の機会を
創出し「健康寿命の延伸」と「中心市街地活性化」に繋げる。

② 中心市街地や公共交通沿線に特化した、滞在型・交流型観光等により、将来的な中心市街地等での定住・
半定住に繋げる。

（２）高齢者・女性・ひとり親等の就労支援・活躍推進とシビックプライドの醸成（事業費：173,234千円）
① 65歳以上の高齢者を対象に「（仮）高齢者人材バンク」により、首都圏の商社等の勤務経験者など専門
知識を持った高齢者等と中小企業をマッチングする。

② 専属のコーディネーターがワンストップでひとり親に寄り添ってサポートする。
③ 「くすり関連施設」を中心市街地に開設することについて検討する。
④ 演劇ワークショップ等によるシビックプライドの醸成。
⑤ 多様な働き方を詳細な数値を用いて示し、地元での進学・就職につなげる。
⑥ 「富山型コンパクトシティ」のレピュテーション向上を図ると共に都市としてのブランド力の向上を図る。

（３）「地域包括ケア拠点施設」と「ライフライン共通プラットフォーム」による暮らしの質の向上（事業費：124,040千円）

① 「地域包括ケア拠点施設」での多世代の交流を促す先導的モデル事業（「まちなかサロン」の人材育成、
「産後ケア応援室」のニーズ調査、官民連携事業の実施等）

② 「地域包括ケア拠点施設」の蓄電池整備
③ 「ライフライン共通プラットフォーム」による災害・工事情報等のライフラインに関する情報の一元的提供

H28 H29 H30 R1 R2 期間計

66,000 65,639 117,543 85,954 37,238 372,374 

総事業費（千円）

内容 単位 基準値
H28 H29 H30 R1 R2

計画値 実績 計画値 実績 計画値 実績 計画値 実績 計画値

1
年間公共交通利用者数（市
内鉄軌道・路線バス）

千人
／年

23,146 23,232 24,066 23,274 24,263 23,317 24,472 23,360 24,361 23,403 

2
公共交通沿線居住（公共交
通が便利な地域に住む）人口
の割合

％ 32 33 37.0 37.56 37.10 38.12 37.20 38.68 38.84 39.24 

3 健康な高齢者の割合 ％ 81.0 81.0 81.5 81.0 81.5 81.0 81.1 81.0 80.8 81.0 

【ＫＰＩ】

1

地方創生関連交付金事業の概要 資料３



地方創生推進交付金

２．交通空間の利活用交流推進事業（トランジットモール化の検討等） ［H28～H30］

LRTが走行する交通空間での賑わい創出（イベントにあわせたトランジットモール化等）により、コンパ

クトシティ施策の象徴となる「誰もが自然と歩きたくなる歩行空間」を形成するとともに、回遊性の向上の
観点から、①パブリックサイン、②イベント空間、③コンシェルジュ機能を有するまちなか体験施設を整
備する。

（１）交通空間を活用した賑わいの創出（イベントにあわせたトランジットモール化の検討）（事業費：44,000千円）
①地元住民とのワークショップの開催、②実証実験（H29）、③本格実施に向けた施設整備（H30）

（２）大型景観バナーフラッグの掲出による良好な歩行空間の形成 ⇒ 補助対象外

（３）大手モール周辺・富山駅周辺のパブリックサインの整備による回遊性の向上（事業費：14,200千円）

（４）総曲輪ウェストプラザ・大手モール（ポケットパーク）等のイベント空間の整備（事業費：20,000千円）
①イベント空間のニーズ調査・回遊性調査、②空間デザイン・施設設計、③施設整備、④関係備品購入

※施設整備は拠点整備交付金を活用

（５）富山駅から中心商業地区の回遊性の向上を目的としたまちなか体験施設の整備（事業費：18,700千円）

①城址公園敷地内でのまちなか体験施設の整備（外国人をターゲットとした甲冑着用やイベントにあわせた乗馬
体験等）、②コンシェルジュによる案内業務
※施設整備は拠点整備交付金を活用

H28 H29 H30 R1 R2 期間計

41,900 25,000 30,000 － － 96,900

総事業費（千円）

内容 単位 基準値

H28 H29 H30 R1 R2

計画値 実績 計画値 実績 計画値 実績 計画値 実績 計画値

1
路面電車（市内電車及び
富山ライトレール）の１日
平均利用者数

人／日 17,455 17,683 18,151 17,797 19,917 17,911 20,084 18,025 19,839 18,139 

2
中心商業地区及び富山駅
周辺地区の計１２地点の
歩行者通行量（日曜日）

人／日 66,249 67,374 67,239 68,499 71,846 69,624 65,643 70,749 56,582 71,874 

3
公共交通沿線居住（公共
交通が便利な地域に住
む）人口の割合

％ 32 33 37.0 37.56 37 .10 38.12 37.20 38.68 38.84 39.24 

【ＫＰＩ】
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地方創生推進交付金

３．Toyama Town Trekking Site（市総合体育館トレッキング拠点） ［H28～H30］

富山市総合体育館のデッドスペースをリノベーションし、まちなかをフィールドとしたタウントレッキング
を行う拠点整備を行い、利用者の健康行動（タウントレッキング等）について、ＩｏＴ等を活用することで健
康効果の「見える化」を図り、商店街・企業等と連携し、「住民の健康行動と地域経済の好循環モデル」
を構築する。

（１）基幹システムの構築と、管理栄養士等による健康行動を促すサービスの提供（事業費：74,000千円）

①エナジースタンド（栄養ドリンク等販売）、②ショップ（エゴマ関連商品等）、③ディスカバリー（専門家の継続
的支援による健康効果の「見える化」、④ギャラリー（街なかの風景写真を募集・共有）

（２）商店街・民間企業と連携した「住民の健康行動と地域経済の好循環モデル」の構築（事業費：6,000千円）
①商店街と連携した健康ポイントの付与、②滞在型観光のコンテンツ化を図るためのＰＲ

（３）「エゴマ」の健康効果を市民が実感する拠点化（エゴマ栽培機械の貸し出し等）（事業費：2,000千円）

H28 H29 H30 期間計

42,000 20,000 20,000 82,000

総事業費（千円）

内容 単位 基準値
H28 H29 H30

計画値 実績 計画値 実績 計画値 実績

1
中心商業地区及び富山駅周辺地区の
計12地点の歩行者通行量（日曜日）

人／日 66,249 67,374 67,239 68,499 71,846 69,624 65,643

2 Toyama Town Trekking Site会員数 人 0 100 0 300 132 400 136

3
健康に関する数値が改善したToyama 
Town Trekking Site会員の割合

％ 0 0 0 15 54 20 78

４．「海のあるスイス」を目指すＡＬＬ富山観光プロジェクト ［H28～R2］ ※県広域事業

平成28年5月に日本版DMO候補法人として登録された（公社）とやま観光推進機構を中心に、「選ばれ
続ける観光地 富山」を目指し、官民一体となって「マーケティング＝売れる仕組みづくり」と「ブランディ
ング＝上質なライフスタイルのブランドイメージの確立」に重点的に取り組む。

H28 H29 H30 R1 R2 期間計

－ 17,283 36,299 35,400 35,350 124,332

総事業費（千円） ※富山市負担分

内容 単位 基準値
H28 H29 H30 R1 R2

計画値 実績 計画値 実績 計画値 実績 計画値 実績 実績

1 観光消費額 億円 1,635 1,743 1,448 1,851 1,561 1,959 1,494 2,067 1,483 2,110 

2 アンテナショップへの来館者数 人 508,000 800,000 717,000 900,000 698,000 1,000,000 691,000 1,100,000 673,000 1,150,000 

3 県立美術館等の年間来館者数 人 397,000 420,000 452,902 450,000 1,554,012 520,000 1,172,825 550,000 918,792 570,000 

4 延べ宿泊者数 人 3,895,490 - - - - 4,222,490 3,780,400 4,569,490 3,807,890 4,916,490

【ＫＰＩ】

【ＫＰＩ】
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地方創生推進交付金

５．エゴマのグローバルブランド化推進事業［H29～R1］

これまでの「エゴマの６次産業化」を深化させ、「稼ぐ産業」として「生産性向上」を目指し、「Ａ：世界に
向けたマーケティング・プロモーションの強化」、「Ｂ：エゴマの市民生活への浸透」、「Ｃ：再生可能エネル
ギーを活用した生産拡大と環境効果の見える化」の３つの視点から、次の具体的事業を包括的に展開
する。

（１）『基盤強化』～市民への普及啓発とエビデンスの確立～（事業費：14,000千円）
①エゴマ市民普及啓発事業
エゴマの種子の無料配布、市民向けエゴマツアー、市民公募によるロゴマークの作成・商標登録等
②エゴマブランド化促進事業

メタボリックシンドローム予防効果研究（富山大学和漢医薬学総合研究所）、前立腺がん予防効果研究（名
古屋市立大学）等

（２）『海外展開』～イタリア食科学大学等と連携した国際マーケティング・プロモーション～（事業費：5,000千円）
①日伊エゴマ連携促進事業

イタリア食科学大学等とのブレンドオイルを活用した商品開発、イタリアの関係機関等とのネットワーク強化、
現地の市場調査、展示・商談会への出展等

（３）『体制強化』～官民連携プラットフォームの強化～（事業費：20,000千円）
①エゴマ６次産業化プラットフォーム推進事業

「富山市エゴマ６次産業化グループ」での試食会・ワークショップ、首都圏向けワークショップ・マーケティング
の実施、「（仮）富山市エゴマブランド研究会」の設立、他地域ブランド事例の調査（全国マーケット調査）等

（４）『強い農業』～生産性向上と高付加価値化に向けた生産拡大～（事業費：19,400千円）
①再生可能エネルギーを活用した富山型農山村低炭素化モデル事業

「富山市営農サポートセンター」内での、「ソーラーシェアリング」や「地中熱ヒートポンプ」設備を活用した、高
付加価値作物の栽培（環境効果の「見える化」）。農業者への再生可能エネルギーの普及と農山村部の低炭
素化。付加価値の高いエゴマ等の安定生産。

H29 H30 R1 期間計

24,400 12,000 22,000 58,400

総事業費（千円）

内容 単位 基準値
H29 H30 R1

計画値 実績 計画値 実績 計画値 実績

1
エゴマ関連企業のエゴマ関連商品
の売上高増加割合

％ 0 10 222 20 40 30 168

2
エゴマ生産拡大に伴う新規雇用者
数

人 16 20 16 30 16 50 18

3 エゴマ関連新商品数 品目 0 20 35 40 84 50 98

【ＫＰＩ】
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地方創生推進交付金

６．コンパクトシティにおける健康基盤まちづくり［H30～R2］

質の高いまちづくりと並行して、そこに暮らす住民の「生活の質（QOL）の向上」、「健康寿命の延伸」の

観点から、データに基づいた最適な健康サービスを官民連携により提供し、市民が積極的に健康を求
めることができる体制の構築と、ヘルスケア産業の育成を図る。また、認知症高齢者を支える家族にも、
介護で生活を犠牲にせず、質の高い生活が送れるよう、個々の見守りに任せるのではなく、地域全体で
見守る支援体制を整える等、都市政策と福祉政策にバランスよく取り組み、市民の健康力の向上を図る。

さらに、ハード・ソフト両面で質の高いまちづくりを進めていくことで、快適に健康な生活が送ることがで
きるまちづくりを実現し、都市としての総合力を高め、市内外から選ばれるまちを目指す。

（１）健康長寿コンシェルジュ・サービス事業（事業費：68,428千円）

市民が、糖尿病など慢性疾患のリスクの低い段階から、特定健診などの健康チェックを受け、疾病予防・健康
づくりに取り組むことを支援することにより、健康長寿の延伸と医療費削減、さらにはヘルスケア産業の育成
を目指す。

（２） ICT活用による認知症高齢者行方不明早期保護事業（事業費：39,636千円）

徘徊の恐れがある高齢者に小型デバイスを身に付けてもらうと同時に、市内各所に受信端末（ゲートウェイ）
を配備することで、リアルタイムに位置情報を確認できるシステムを導入し、徘徊時の早期保護体制を地域と
一体となって構築する。これにより介護する家族の負担が軽減され、認知症高齢者の過剰な閉じ込めや拘束
を回避し、社会との接点を可能な限り確保する。

H30 R1 R2 期間計

23,840 52,275 31,949 108,064

総事業費（千円）

内容 単位 基準値
H30 R1 R2

計画値 実績 計画値 実績 計画値

1 国民健康保険特定健診受診率 ％ 30.90 31.00 32.00 34.00 29.2 37.00 

2 事業に参画する民間事業者数 社 0 5 5 15 15 25 

3 おでかけ定期券の1日平均利用者数 人／日 2,748 2,768 2,732 2,788 2,758 2,808

【ＫＰＩ】
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地方創生推進交付金

７．「富山ガラス」ラグジュアリブランド化推進事業［H30～R2］

富山のガラスにさらに戦略的に高付加価値を加え、「富山ガラス」として世界に誇れる日本発のラグ
ジュアリブランドとして再開発し、昇華させ、国内外に向けた販路拡大や、富山で育ち、富山で活動する
作家の独立支援につなげる。

また、富山市発のブランドとして外部から高い評価を受けることにより、文化度の高いまちとして市民
が実感し、シビックプライドが醸成され、定住につなげる。

（１）富山ガラスラグジュアリブランド化推進事業（事業費：85,159千円）

これまで、富山のガラスのブランド力向上のため、独自の素材開発やアート分野における市場開拓等、様々取
り組んできたが、富山ガラスとして一貫したブランドを確立するため、首都圏の百貨店の協力により、産業化する
ことが難しい個人作家のガラス作品をまとめてブランディングし、売れる商品を作り出す。
また、発信力の高い首都圏の百貨店において戦略的に販売を展開することで、ビジネスとして確立させる。

①ブランディングと商品開発
富山市と首都圏の百貨店が共同し、ディレクター、職人、デザイナー、ガラス作家等の座組を設定
②販売トライアル
首都圏の百貨店にてトライアル販売を実施し、MD、価格、販売手法等を検証
③ブランドのローンチ
首都圏の百貨店の店舗にて、コーナー展開またはショップ展開により、ブランドとしてデビュー
④多店舗展開
様々な百貨店や専門店にて、広範囲での展開を目指す
⑤ＰＲツールの作成
本市にゆかりのあるガラス作家の活動や作品を戦略的にＰＲするツール（紙媒体）を作成

H30 R1 R2 期間計

24,678 36,030 24,451 85,159

総事業費（千円）

内容 単位 基準値
H30 R1 R2

計画値 実績 計画値 実績 計画値

1 富山ガラス工房における年間売上額 千円 131,699 141,699 136,854 156,699 105,067 178,699 

2
首都圏の百貨店における売上額（富山ガ
ラスブランドとして販売したもの）

千円 0 0 729 5,000 2,598 16,000 

3
TOYAMAキラリ（富山市ガラス美術館を含
む総合施設）公益施設の年間来館者数

人 623,584 643,584 1,058,161 663,584 804,150 683,584 

【ＫＰＩ】
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地方創生推進交付金

８．ＳＤＧｓの実現に向けた、コンパクトシティ戦略による付加価値創造都市形成事業 ［R1～R5］

富山市型コンパクトシティ戦略を機軸としながら、SDGsの取り組みを推進することで、これまで進めてき
たLRTネットワークをはじめとする公共交通の活性化施策に加え、再生可能エネルギー等の地域資源の

地産地消を達成する自立分散型エネルギーインフラのネットワークを組み合わせることにより、公共交
通を軸としたコンパクトなまちづくりを一層深化させ、技術・社会イノベーションを創出し、持続可能な付
加価値の創造を目指す。

加えて、健康志向や長寿社会を背景とした漢方薬・生薬ニーズの高まり等をふまえ、医療系大学の知
見を活用した薬用植物栽培システムの構築、ＩｏＴ等を活用した「えごま」を含めた地域特産の戦略的な
開発と安定生産システムの確立、さらに関連産業の先端技術の応用展開を図ることにより、技術・社会
イノベーションの創出と地域経済を活性化させるヘルシー＆スマートシティの形成を目指す。
また、企業版ふるさと納税制度に基づく寄附金を活用するなど、官民連携し事業を実施する。

（１）ＳＤＧｓ普及展開事業（事業費：100,000千円）
「住み続けられるまちづくり」の達成のために、市民にＳＤＧｓの理念を浸透させる。

（２）市民の「歩くライフスタイル」への行動変容を促す施策の実施（事業費：153,100千円）
過度に自動車に依存したライフスタイルからの脱却を図り、行動変容を促すＩＣＴを活用した施策を実施し、歩いて
健康に暮らせるライフスタイルの定着を図る。

（３）セルロース化技術を活用した医薬品関連産業イノベーション創出（事業費：19,000千円）
機能性食品等の開発につなげることを目指し、セルロース化技術を応用し、健康効果の高い成分を高培養抽出
する基礎研究及び臨床試験を行う。

（４）果樹剪定枝等のバイオマス利活用実証（事業費：27,000千円）
バイオマスから創出する熱・電気エネルギーを公共施設・温浴施設・ハウス栽培等へ還元することにより、郊外
部における再生可能エネルギーの推進可能性を検討する。

（５）ＩＣＴ・ＡＩなどスマート農業技術を活用した大規模生産体制の確立（事業費：41,000千円）
耕作放棄地を再生した大規模圃場において、ＩＣＴやＡＩ、ロボット技術を取り入れたトラクターやドローン等を活用
するスマート農業を導入することにより効率的かつ安定的なえごまの大規模清算体制の確立を図り、他の農産
物へも利用拡大を図る。

（６）ＩＣＴ技術などの先端技術を活用したスマート水産業事業（事業費：32,975千円）
ICT技術などの先端技術を活用したスマート水産業機器をほたるいか漁を定置網で行っている地区に導入し、各
定置網の漁獲量及び魚種の把握や、環境情報の収集を行う。

総事業費（千円）

内容 単位 基準値
R1 R2 R4 R5 R6

計画値 実績 計画値

1

公共交通沿線居住（公共交通が便利な地域に住む）人
口の割合
※「公共交通沿線居住地区」：鉄軌道の駅から500ｍ以内、路線バスの
内１日概ね60本以上運行される路線のバス停から300ｍ以内の区域

％ 37.20 37.89 38.84 38.58 39.27 39.96 40.65

2 ＳＤＧｓについての市民の認知度 ％ 0 5 21 15 30 45 60

3 ＳＤＧｓサポータの協力者数 人 0 15 60 35 65 95 125 

【ＫＰＩ】

7

R1 R2 R3 R4 R5 期間計

65,500 61,000 102,175 73,600 70,800 373,075 

※R3以降の内容は、事業計画案（R3.1申請）であり、採択を受けたものではない。



地方創生推進交付金

９．「みらい」へつなぐ持続可能な富山型グローカル交通ネットワーク形成［R1～R3］ ※県広域事業

重要な社会インフラである交通ネットワークの確保・充実に取り組むことによって、県民や来訪者のさ
らなる地域公共交通の利用や維持・発展により交通事業者の経営改善につながるとともに、観光振興・
交流人口の拡大や、産業経済の活性化など地域の発展に寄与し、「とやまの未来創生」の実現に繋げ
る。（県下統一バスロケーションシステムの構築及び運営）

R1 R2 R3 期間計

1,427 642 642 2,711

総事業費（千円） ※富山市負担分

１０．富山で暮らそう！移住支援事業［R1～R6］ ※県広域事業

東京圏への過度な一極集中の是正及び地域の中小企業等における人手不足の解消を目的として、
移住先の地方公共団体が地方創生推進交付金を活用して移住者に対し支援金を支給する

R1 R2 R3 R4 R5 R6 期間計

4,800 4,800 4,800 4,800 4,800 4,800 28,800

総事業費（千円） ※富山市負担分（負担割合：国1/2 県：1/4 市：1/4）

【ＫＰＩ】
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内容 単位 基準値
R1 R2 R3

計画値 実績 計画値 計画値

1
鉄軌道・バスの利用率
（県民１人あたりの年間利用回数）

回 46 46.5 45.5 47.05 47.6

2 観光客の県内交通機関の満足度 ％ 50.80 53.80 45.2 55.80 57.80

3
農林漁業等体験者数（県内における棚田オー
ナー、観光農園、地引網等の体験活動に参加し
た延べ人数）

人 68,199 70,073 70,005 71,947 73,822

4
富山空港国内・国際路線（チャーター便含む）の
利用者数

人 573,120 576,730 545,233 581,395 586,060

内容 単位 基準値
R1 R2 R3 R4 R5 R6

計画値 実績 計画値

1
本移住支援事業に基づく移住就
業者数

人 0 155 3 310 465 620 775 930

2
本移住支援事業に基づく移住企
業者数

人 0 5 4 10 15 20 25 30

3
本企業支援事業に基づく企業者
数

人 0 5 4 10 15 20 25 30

4
マッチングサイトに新たに掲載さ
れた求人数

件 0 1,000 677 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

※R2年度採択時点

※R2年度採択時点

※

Ｒ２年度：４８０万
Ｒ３年度：３２０万



地方創生推進交付金

１１．富山市スマートシティ推進事業 ［R2～R6］

市がプラットフォーマーとなり、IoTなどの新たな情報取得手段を活用したSociety5.0におけるサイバー

空間情報の集積化や官民のデータ共有化を進めることにより、産学官民が相互に情報を提供・共有し
合う、開かれたまちづくりを進める。これにより、人口減少、少子・超高齢化、高度情報化による社会構
造の劇的な変化に対応した持続可能なまちづくりを実現する。
また、市が民間へのIoT実証実験環境の提供や官民間及び民民間でのデータ共有化を図ることで、地
域経済活動の活性化を促し、Society5.0におけるしごとの創生に繋げる。

（１）富山市センサーネットワーク保守・運用支援事業（事業費：165,875千円）
市全域（人口カバー率98.9%相当）に渡るLPWA網（LoRaWAN）と、当該ネットワーク網から収集したデータを管理する

IoTプラットフォームからなる「富山市センサーネットワーク」を活用することにより、市自らが通信事業者の役割を担って、
市全域に渡るIoTセンサー用のネットワーク網を提供する。また、センサーネットワークを民間企業等のIoT技術実証実験
環境として無償提供することで、地域産業の活性化を図る。

（２）富山市ライフライン共通プラットフォームによる暮らしの質向上事業（事業費：41,050千円）

電柱位置図、水道、下水道管路網図、ガス管路網図などを共有化し、「見える化」することで、社会インフラの適正な管
理に利用するとともに、道路や橋りょう崩落等の大規模災害における影響範囲を速やかに把握し、官民一体となった災
害の復旧体制の迅速化を図る。
※令和2年度事業費は、【１．富山型生涯活躍のまちを見据えたコンパクトシティの深化】計画で計上。

（３）富山市オープンデータサイト運営保守業務（事業費：2,255千円）

地域におけるデータの循環とシビックテックの活用のために「富山市オープンデータサイト」を構築し、各種行政情報を
公開する。

（４）ＩｏＴ技術を活用した官民インフラの適切な維持管理と新たな災害対応力の獲得に係る事業（事業費：24,360千円）
富山市センサーネットワークを活用した消雪装置の遠隔監視体制のモデルケースを検討する。また、 IoT水位セン
サーを河川に流れ込む支流に対しても設置することで、市民に対し、より早く・正確な情報提供を行う。

（５）ＩｏＴ技術を活用した直接的な地域課題解決に向けた新規事業（事業費：31,097千円）

R2 R3 R4 R5 R6 期間計

39,861 48,199 57,359 58,859 60,359 264,637

総事業費（千円）

内容 単位 基準値
R2 R3 R4 R5 R6

計画値

1
富山市センサーネットワークを利活用した民間
企業等によるIoT技術実証実験公募累計数

件/年 23 33 43 53 58 63

2 こどもを見守る地域連携事業実施件数 校/年 16 30 43 57 65 65

3 富山市オープンデータサイトのデータセット数 件/年 87 94 101 108 115 122 

【ＫＰＩ】
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※R3以降の内容は、事業計画案（R3.1申請）であり、採択を受けたものではない。



地方創生推進交付金

１２．オープンイノベーションを見据えた関係人口・交流人口創出事業 ［R2～R4］

地域の担い手不足が課題となる中、地域外の多様な人材が関係人口・交流人口となる機会・きっかけ
を最大化させるため、来訪者にとって利用しやすい公共交通・キャッシュレスインフラを一体的に整備する
とともに、各種プロモーションを行う。

これらの取組を通じて創出・拡大された関係人口・交流人口により官民連携プラットフォームを構築し、
地域課題を解決する中で生まれるアイデアやソリューションを社会実装することによりオープンイノベー
ションを促進、官民が連携した持続可能なまちづくりを実現する。

（１）関係人口による官民連携プラットフォームの構築（事業費：63,644千円）

少子・超高齢社会に伴い、本市の財政需要が拡大する中、官民が連携した地域課題解決型の官民連携プラット
フォームを構築し、地域課題を解決する中で生まれるアイデアやソリューションを社会実装することでオープンイノ
ベーションを促進する。
・とやまシティラボ推進事業
本市が有する都市データ等を活用し地域課題を解決することを目的に、富山市域全体を「ラボ（実験室）」に見
立てた地域課題解決型の官民連携プラットフォーム「スケッチラボ」を構築する。

（２）関係人口創出のための環境整備（事業費：236,691千円）

多様な人材が関係人口となる機会・きっかけを最大化するため、来訪者の受け入れについて本市が課題として
いる富山駅周辺の公共交通・キャッシュレスインフラを一体的に整備する。また、実証によって得られたデータを官
民連携プラットフォームでの検討に活用することで連携を図る。
・グリーンスローモビリティ導入事業
富山駅北側の移動手段の確保のため、低速で安全な「グリーンスローモビリティ」のモデル運行を行う。富山駅
から富山駅北周辺の集客施設までの回遊性が向上されることで、地域外の来訪者にとって利用しやすい移動
手段を確保する。
・全国共通交通系ICカード導入事業
路面電車（市内軌道線、富山港線）において、全国で相互利用可能な交通系ICカードシステムを導入・整備す
ることで、地域外の来訪者の利便性向上、キャッシュレス化の推進を図る。
・顔認証決済システム導入による地域活性化事業
最新の顔認証決済システムを中心市街地等の店舗で導入し、キャッシュレス決済の利便性の向上・域内での
消費活動の喚起を図る。

（３）関係人口創出のためのプロモーション（事業費：53,825千円）

地域外の人々に対して、（１）・（２）の環境整備に併せて直接的なプロモーションを行うことにより、交流人口の拡
大、関係人口の創出に繋げる。
・農林水産物プロモーション推進事業
・富山ガラスラグジュアリ―ブランド普及拡大事業
・教育旅行誘致推進事業

R2 R3 R4 期間計

113,921 161,944 78,295 354,160

総事業費（千円）

内容 単位 基準値
R1 R2 R3

計画値

1 とやまシティラボで共創した地域課題解決案の数 件/年 0 4 12 24

2
とやまシティラボで実施する課題解決型のプロジェクト
の市外からの参加人数（関係人口）

人/年 0 20 80 170

3
グリーンスローモビリティ及び全国共通交通系ICカード
年間利用者数

人/年 0 8,700 41,800 90,200 

【ＫＰＩ】
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※R3以降の内容は、事業計画案（R3.1申請）であり、採択を受けたものではない。



地方創生拠点整備交付金

１３．交通空間の利活用交流推進事業（トランジットモール化の検討等） ［H28］

市内電車環状線（H21.12月開業）が走行する大手モールは、市民が集う城址公園、コンベンション施
設、複合型商業施設、地域包括ケア拠点施設（H29.4月開業）などが集積することに加え、周辺には、市
のガラス美術館・図書館本館（H27.8月開館）、刀剣をメインとする民間の美術館（H28.6月開館）が開館

しており、沿線の商店主や住民によるイベント等も開催され、今後イベントにあわせたトランジットモール
化も検討するなど、本市のコンパクトシティ施策の象徴的な空間となっている。
この大手モール及びその周辺において、

①ウェストプラザ・イベント空間施設
②大手モールポケットパーク・イベント空間施設
③まちなか体験施設

の3つの施設を一体的に整備する。

H28 H29 H30 R1 R2 期間計

120,000 － － － － 120,000

総事業費（千円）

【ＫＰＩ】
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内容 単位 基準値

H28 H29 H30 R1 R2

計画値 実績 計画値 実績 計画値 実績 計画値 実績 計画値

1

まちなかのイベント空間施
設利用料、公共施設貸館
収入、農産物直売所売上
等の合計額（8施設計）

千円／
年

397,807 398,977 397,344 405,281 385,553 419,728 390,464 426,738 400,392 433,861 

2
路面電車（市内電車及び
富山ライトレール）の1日平
均利用者数

人／日 17,455 17,683 18,151 17,797 19,917 17,911 20,084 18,025 19,839 18,139 

3
中心商業地区及び富山駅
周辺地区の計12地点の歩
行者通行量（日曜日）

人／日 66,249 67,374 67,239 68,499 71,846 69,624 65,643 70,749 56,582 71,874 

※事業費はH29年度に繰越



地方創生拠点整備交付金

１４．富山市総合体育館交流推進事業［H29］ ※地方創生拠点整備交付金のみ

富山市総合体育館のアリーナの天井部と一体的な施設として、大型の４面スクリーンを設置すること
で、施設の付加価値を高め、施設の使用料や広告料収入等の増加により、「稼ぐ施設」として自立性を
高め、更なる利用促進を図る。

また、エリア全体の賑わい創出拠点として、より多くのイベント等が開催されることで、体育館を多世代
の交流を生み出し「健康寿命の延伸」や「生活の質の向上」を実感出来る施設へと深化させる。

H29 H30 R1 R2 R3 期間計

138,132 － － － － 138,132

総事業費（千円）

内容 単位 基準値
H29 H30 R1 R2 R3

計画値 実績 計画値 実績 計画値 実績 計画値

1
総合体育館使用料収入金額
・広告料収入金額

千円／年 78,862 81,502 93,829 98,202 92,975 114,902 96,446 131,602 148,302 

2 総合体育館利用者数 人/年 461,394 466,008 551,361 475,236 588,514 489,078 541,153 507,534 530,604 

3
歩行者通行量（8時～19時
・オーバードホール前）

人／日 2,800 2,828 3,546 2,884 2,938 2,968 3,356 3,080 3,221 

【ＫＰＩ】
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１５．賑わい交流館利活用交流推進事業［R1］ ※地方創生拠点整備交付金のみ

平成28年9月に休館した「賑わい交流館」が、より多くの顧客の獲得と新たな人の流れを生み出す拠

点となるよう、シネマホールを映画上映と各種イベントの両方に対応可能な、ゆったりと過ごすことがで
きる「居心地の良い」空間としてリニューアルする。

また、上映内容の差別化、館内での各種イベントの開催等、営業面の強化にも取り組み、中心市街地
への来訪者・滞在者の増加を図り地域経済への波及効果を高める。

R1 R2 R3 R4 R5 期間計

45,859 － － － － 45,859

総事業費（千円）

内容 単位 基準値
R1 R2 R3 R4 R5

計画値 実績 計画値 計画値

1
賑わい交流館の映画入場料収
入

千円／年 0 0 0 21,770 21,900 22,995 24,090

2 ライブホールの貸館収入 千円／年 0 0 0 3,000 3,120 3,240 3,360

3
中心商業地区の計１２地点の歩
行者通行量

人／日 36,126 36,126 37,252 36,257 36,389 36,522 36,657

【ＫＰＩ】



地方創生拠点整備交付金

１６．3x3バスケットボールコート整備事業［R2］※地方創生拠点整備交付金・地方創生推進交付金

富山駅北側のスポーツ拠点である市総合体育館に隣接する市有地において、3x3の屋外バスケット

ボールコートを整備することで、スポーツ拠点としての機能を強化する。これにより、本市で機運が高
まっているバスケットボールを通じた更なる賑わいの創出を図るとともに、本市に継続的に関わる関係
人口や交流人口の創出・拡大を促進し、地域経済の活性化や消費需要拡大に伴う域内サービスの振
興等、地域活力の維持・向上により、持続可能なまちづくりを実現する。

R2 R3 R4 R5 R6 期間計

41,500 － － － － 41,500

総事業費（千円）

【ＫＰＩ】

13

※事業費41,500千円の内、1,500千円は地方創生推進交付金（効果促進事業）

内容 単位 基準値
R2 R3 R4 R5 R6

計画値

1 3x3バスケットボールコートの年間利用者数 人 0 0 3,700 3,800 3,900 4,000

2 富山駅北地区（富山市牛島本町11-1）の地価公示額 円/㎡ 324,000 0 334,000 344,000 354,000 364,000

3 歩行者通行量（富山駅北地区オーバードホール前） 人/日 3,356 0 3,456 3,556 3,656 3,756


